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  ２０１１年：千葉青年会議所と大学生と連携して「てらこやちば」を発足。 

  ２０１２年：「てらこやちば」が学生団体として独立。その後もキャンプ事業で連携。 

  ２０２３年：コロナ後、「てらこやちば」が地域連携を進めるため、各種団体との連携を開始。 

  ２０２４年：たんぼ体験「let’s いなさぐっ！！」の開始。 

 

（１）たんぼ体験「let’s いなさぐっ！！」 

    5月：田植え、8月：稲刈  （10月：里山体験事業） 

（２）こども夏キャンプ合宿 

     7月：オリエンテーション、8月：合宿実施  富士山登山、フィリピン留学、サバイバルキャンプなど 

（３）こどもの居場所づくり活動・町内会館・公民館等でのこどもの居場所づくり 

     毎月 2回の土日活動、毎月 1回の放課後こども料理企画（ディナー）などで、町内会館を活用。 

ＮＰＯ 地縁 社協 
学校・ 

大学 

企業 行政 その他 

「地域×子ども×若者」で「いなさぐっ!（稲作×good!）」 

子どもの 
健全育成 

社会教育 
～地域×こども×若者（大学生）＝可能性∞！～ 

てらちば地域共育・世代間交流プロジェクト 

～  

事業概要 

「てらこやちば」をコラボハブ団体として、地域で各種こども向け事業を実施中！ 

（１）たんぼ体験「let’s いなさぐっ！！」（国際ロータリー第 2790 地区千葉南ロータリークラブ×てらこやちば） 

（２）こども夏キャンプ合宿（主催：公益社団法人千葉青年会議所×協力:てらこやちば） 

（３）こどもの居場所づくり活動・町内会館・公民館等でのこどもの居場所づくり 

（千葉市中央区二丁目町内会×てらこやちば、こどもカフェ lealea実行委員会×てらこやちば） 

（４）千葉市中央区を巡る「中うぉーきんぐ！！」（千葉市中央区内各商店・店舗×てらこやちば） 

主な事業内容（年間スケジュール等） 

協働までの経緯 

■事業運営団体 

・てらこやちば 

■協働パートナー 

・国際ロータリー第 2790 地区千葉南ロータリークラブ  

・公益社団法人千葉青年会議所      

・千葉市中央区ニ丁目町内会 

・こどもカフェ lealea実行委員会  ほか 

■事業費 

約 20万円 ※事業・年度により異なる。 

■資金調達手段 

委託料・助成金・寄附・利用料等受益者負担・ 

運営団体負担・その他 

 

■協働パートナーの種別 



 

 

【NPO】てらこやちば…ハブ団体、学生ボランティア派遣など 

    国際ロータリー第 2790 地区千葉南ロータリークラブ 

    …事業主催、農家との連携、資金提供など 

公益社団法人千葉青年会議所      

      …事業主催（運営）、広報協力など 

【地縁組織】千葉市中央区二丁目町内会…空き部屋 

の解放、お祭り/事業の情報提供など 

【行政】①千葉市中央区地域づくり課 

…中央区活性化補助金 

    ②千葉市子ども企画課 

…どこでもこどもカフェ登録制度として団体を認定 

    （こどもカフェ lealea実行委員会、てらこやちば） 

【社協】千葉県社会福祉協議会 

     …子どもの居場所づくり応援事業助成金（R３～R4） 

【大学】敬愛大学地域連携センター・・・ボランティア募集。 

（その他、植草学園大学、神田外語大学、千葉大学 などとも協力）     

【企業（商店）】 中央区内の各商店・・・街歩き（ウォラリー）訪問店。 

            

 

①「こども×若者（大学生）×大人」の世代を超えた交流が実現！ 

②若い力が売りのてらこやちばの学生が、各種団体の事業と連携することで、事業が活性化！ 

③てらこやちばは、地域の様々な場所や人のつながりの恩恵を享受！ 

 

○連携をより深く！・・・これまでの連携を更に深く進めていき、事業をよりよいものへとしていきたい！ 

○コラボの輪をさらに広げていきたい！・・・さらに多くの団体や地域とコラボの輪を広げていきたい！ 

 

 

  

 【活動開始年】 2011年 4月  【活動の PR手法】 Instgram＠terakoyachiba 等 

  【この事業で活用した補助金】 千葉市中央区活性化補助金(令和５年度～７年度) 

  【表彰歴・マスコミ掲載歴等】  千葉キワニスクラブ（社会公益賞）、千葉テレビニュース など 

  【問い合わせ先】 担当者：てらこやちば 理事長 水野 敬一朗 

         メールアドレス：info.terakoyachiba@gmail.com 

 主な協働パートナーとの役割分担 

協働事業によって生まれた成果 

コラボのコツ!! 

今後力を入れていきたいこと 

★コツ１ 適材適所のコラボ 

 コラボハブ団体である「てらこやちば」は、事業ごとに適材適所

に各団体と連携することで、活動しています。それぞれの団体

がそれぞれの強み(できること)を生かして連携することが、各事

業での成果につながっています。 

★コツ２ コーディネーターによる連絡調整 

 「社会教育士」でもある担当が「コーディネーター」として、  

それぞれの事業の連絡調整を担当し、コラボしています。 

★コツ３ 無理には繋げない。 

 全ての団体がアメーバ的な連携（コラボ）をすること

が理想論ではあるかもしれませんが、無理にそれぞれの

団体同志を繋げることは行っていません。（事業ごとの

パートナーとして連携をしています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働事例プロフィール 

まちの商店での１枚 

 

こども×学生で、地域を巡ります！！ 町内会館の空き部屋を有効活用！ 

 


